
イ
ン
フ
ラ
や
政
治
情
勢
、
地
理

的
な
要
素
な
ど
、
ど
ん
な
国

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
リ
ス
ク
は
つ
き
も

の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
を
上
回
る
可

能
性
を
秘
め
た
国
と
し
て
、
世
界
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
Ｃ
Ｌ

Ｍ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
で
あ
る
。「
東
南
ア
ジ
ア
最

後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
新
天
地
）」
と

の
呼
び
声
も
高
く
、
中
国
な
ど
か
ら

軸
足
を
移
す
企
業
も
増
え
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
日

本
企
業
の
投
資
額
は
数
年
前
に
比
べ

て
倍
増
し
て
お
り
、
小
売
最
大
手
の

イ
オ
ン
は
来
春
の
開
業
を
め
ざ
し
、

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
大
規
模
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
。
ラ
オ

ス
で
は
ニ
コ
ン
が
新
工
場
を
建
設

（
タ
イ
の
一
部
工
程
を
移
管
）
す
る

ほ
か
、
首
都
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
金

融
や
保
険
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
の
進
出

が
相
次
い
で
い
る
。
ま
た
、
民
主
化

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

首
都
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
に
は
日
系
大
手

七
商
社
が
拠
点
を
構
え
、
工
業
団
地

の
開
発
が
本
格
化
す
る
見
込
み
だ
。

　

し
か
し
一
方
で
、
イ
ン
フ
ラ
面
な

ど
新
興
国
な
ら
で
は
の
問
題
も
少
な

く
な
い
。
は
た
し
て
、
中
小
企
業
の

進
出
に
は
時
期
尚
早
な
の
か
。
Ｃ
Ｌ

Ｍ
が
抱
え
る
リ
ス
ク
と
、
今
後
の
可

能
性
を
見
て
い
き
た
い
。

陸
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
海
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

拡
大
す
る
メ
コ
ン
経
済
圏

　

い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
こ

の
連
載
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
）
各
国
の
雇
用
環
境
や

日
本
企
業
の
進
出
状
況
を
比
較
し
た

が
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
が
注
目
さ
れ
る
背
景
と

し
て
、
ま
ず
地
理

的
な
要
因
を
押
さ

え
て
お
こ
う
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｍ
を
含
む

東
南
ア
ジ
ア
一
〇

か
国
で
構
成
さ
れ

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
、
大
き
く
二
つ

の
エ
リ
ア
に
分
け

ら
れ
る
。一
つ
は
、

南
側
の
海
洋
エ
リ

ア
に
点
在
す
る

「
海
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」

だ
。フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ

ル
ネ
イ
の
五
か
国
を
指
す
が
、
こ
れ

ら
の
国
々
は
地
下
資
源
に
恵
ま
れ
、

比
較
的
早
く
か
ら
安
定
し
た
政
治
の

も
と
、
経
済
発
展
し
て
き
た
。
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
中
で
は
上
位
を
占
め
る
。
一
方

で
、島
嶼
を
多
く
抱
え
て
い
る
た
め
、

物
流
が
不
便
だ
っ
た
り
、
民
族
・
政

治
が
細
か
く
分
断
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
た
難
し
い
側
面
も
も
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

を
南
北
に
貫
く
メ
コ
ン
川
流
域
の

「
陸
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
だ
。
タ
イ
と
ベ

ミャンマー

中国
インド

ブータン

タイ

カンボジア

ベトナム

マレーシア

東ティモール

ブルネイ

フィリピン

シンガーポール

ラ
オ
ス

陸ASEAN

海ASEAN

バン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

インドネシア

図1■ASEAN加盟10か国

�
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カントリーリスクを最小化する！

アジア進出 
成功MAP
ASEAN各国が急成長するなか、
大きく出遅れたCLM（カンボジア、
ラオス、ミャンマー）。しかし、イン
フラ整備や工業団地の開発も始
まり、その状況が“今”変わりつつ
ある。はたして中小企業にとって
の可能性は…。
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ト
ナ
ム
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
を
加
え
た
五
か

国
で
、
タ
イ
以
外
は
、
内
戦
や
紛
争
、

世
情
不
安
な
ど
が
長
引
き
、
経
済
的

な
開
発
が
遅
れ
て
い
た
エ
リ
ア
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
民
主
化
に
よ
り
政

情
が
安
定
し
て
き
た
た
め
、
こ
の
エ

リ
ア
の
低
廉
で
豊
富
な
労
働
力
に
目

を
向
け
る
国
が
増
え
て
き
た
。
こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
〝
チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス

ワ
ン
〞
の
議
論
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
中
国
の
隣
国
と
い
う

立
地
も
手
伝
っ
て
、
真
っ
先
に
そ
の

受
け
皿
と
な
っ
た
の
が
ベ
ト
ナ
ム

だ
。
し
か
し
、
海
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
同

じ
く
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て
イ
ン
フ

レ
と
労
働
力
不
足
に
陥
り
、
こ
こ
数

年
は
毎
年
賃
金
が
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
上

昇
し
て
い
る
。
タ
イ
の
最
低
賃
金
も

引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
の

人
気
が
相
対
的
に
高
ま
っ
て
き
た
と

い
え
よ
う
。
実
際
、
ラ
オ
ス
の
ヴ
ィ

エ
ン
チ
ャ
ン
で
は
、
ま
ば
ら
な
が
ら

も
低
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
建
ち
始

め
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
高
層
ビ
ル
も

増
え
て
き
た
。
従
来
に
比
べ
れ
ば
、

企
業
が
投
資
・
進
出
す
る
環
境
が
整

い
つ
つ
あ
り
、
日
本
か
ら
も
企
業
や

団
体
の
視
察
が
相
次
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
陸
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
国
々
は

半
島
内
で
地
続
き
で
つ
な
が
っ
て
い

る
点
が
、
こ
こ
に
き
て
大
き
な
強
み

と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
エ
リ
ア
の
北

側
に
位
置
す
る
中
国
雲
南
省
、
広
西

チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
二
省
を
含
め

た
、
メ
コ
ン
広
域
経
済
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ

＝Greater M
ekong Subregion

）

で
は
現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同

体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
の
協
力
の
も
と
、
各

国
の
主
要
都
市
を
高
速
道
路
や
陸

橋
、
鉄
道
な
ど
で
結
ぶ
複
数
の
経
済

回
廊
計
画
が
進
行
中
。
主
要
回
廊
の

ほ
か
、
周
辺
の
幹
線
や
イ
ン
フ
ラ
も

着
々
と
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

日
本
の
大
き
な
投
資
先
で
あ
る
中

国
や
タ
イ
を
起
点
と
す
る
各
国
へ
の

物
流
が
陸
路
で
も
容
易
に
な
る
う

え
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
の
総
面
積
は
日
本
の
約

六
倍
、
人
口
は
お
よ
そ
三
億
人
に
の

ぼ
る
た
め
、
新
た
な
市
場
や
生
産
拠

点
と
し
て
の
可
能
性
も
広
が
っ
た
。

賃
金
上
昇
と
労
働
力
不
足
が

押
し
上
げ
る
Ｃ
Ｌ
Ｍ
需
要

　

連
載
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
よ
う
に
、
日
系
製
造
業
の
ア
ジ
ア

で
の
成
功
パ
タ
ー
ン
は
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
見
ら
れ
る
「
丸
ご
と
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
」
の
タ
イ
プ
だ
。
こ
れ
は
、

大
手
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
電
機
メ

ー
カ
ー
が
入
居
す
る
工
業
団
地
も
し

く
は
そ
の
周
辺
で
、
部
品
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
と
し
て
日
系
の
部
品
メ
ー
カ

ー
が
工
場
を
出
す
、
と
い
う
も
の
。

と
く
に
日
本
製
の
バ
イ
ク
や
車
は
東

南
ア
ジ
ア
で
の
シ
ェ
ア
が
高
く
、
各

国
の
経
済
成
長
と
合
わ
せ
た
需
要
の

増
加
で
、
軒
並
み
（
ア
ジ
ア
で
は
）

増
収
増
益
と
な
っ
て
い
る
。
当
然
、

そ
こ
に
部
品
を
納
め
る
工
場
も
増
産

に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

図2■陸ASEANの主な経済回廊

モーラ
メイン

中越陸路

東西回廊

ヤンゴン

ネーピードー

バンコク

ダウェー

スラーター

ホーチミン

カマウ

ダナン

クイニョン

ターク

チェンライ

タム

ハノイ
ハイフォン

昆明
大理

南寧

広州

肪城

ヴィエンチャン

プノンペン

中国

雲南省

広西チワン族
自治区

タイ

カンボジア

南部回廊

ラ
オ
ス

ベ
ト
ナ
ム

東
部
回
廊

中
央
回
廊

西
部
回
廊

南
北
回
廊

南
北
回
廊

東
北
回
廊

北部回廊

ベ
ト
ナ
ム
南
北
陸
路

南
部
沿
岸
回
廊

ミャンマー

上／ラオスの首都ヴィエン
チャンでは、低層のオフィ
スビルがあちこちに建ち
始めた。　下／カンボジア
の首都プノンペンでは高層
ビルが増え、アジア最高
の超高層ビルの建設計画
もある。
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

　

も
う
一
つ
は
「
組
立
・
加
工
貿
易

タ
イ
プ
」
で
、
こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

や
ベ
ト
ナ
ム
に
多
い
。
材
料
・
部
品

の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
し
、
組
み
立
て

た
あ
と
の
最
終
製
品
を
、
日
本
や
そ

の
他
各
国
へ
輸
出
す
る
。
保
税
区
や

経
済
特
区
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
輸
出
す
る
こ
と
を
前
提
に
投

資
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の

場
合
は
、
最
終
の
組
立
工
程
を
担
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
比
較
的
大
手
の

消
費
財
メ
ー
カ
ー
が
多
い
。

　

お
気
づ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
実

は
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
も
、
進
出
先
の

市
場
を
あ
ま
り
開
拓
し
て
い
な
い
。

前
者
の
場
合
、
最
終
の
組
み
立
て
メ

ー
カ
ー
は
、
自
動
車
や
家
電
製
品
を

売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
そ
の
社
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。

大
多
数
の
企
業
は
部
品
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
組
み

立
て
メ
ー
カ
ー
の
販
売
計
画
に
合
わ

せ
て
部
品
を
製
造
し
、
納
入
す
る
。

　

後
者
の
場
合
は
、規
制
も
あ
っ
て
、

そ
も
そ
も
製
品
を
現
地
の
市
場
に
入

れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ

ム
で
製
造
し
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
市
場

に
投
入
す
る
に
は
一
度
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
に
輸
出
し
、
そ
こ
か
ら
再
度

ベ
ト
ナ
ム
に
入
れ
て
い
る
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
が
、
こ
こ
で
取
り

上
げ
た
産
業
に
属
し
て
い
る
な
ら
、

現
状
で
は
成
功
パ
タ
ー
ン
に
最
も
近

い
と
こ
ろ
に
い
る
と
言
え
る
が
、
競

争
力
の
源
泉
が
〝
低
コ
ス
ト
〞
の
場

合
、
納
入
先
か
ら
要
求
が
あ
れ
ば
、

各
企
業
は
増
産
に
対
応
し
な
が
ら
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
続
け
て
い
く
し
か
な

い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
新
興
国
に
進

出
す
る
企
業
は
、
低
コ
ス
ト
と
い
う

恩
恵
を
見
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
だ
。
し
か
し
、
多
く
の
新
興

国
で
は
、
経
済
成
長
に
伴
い
賃
金
も

上
昇
し
続
け
、
採
用
難
や
労
働
争
議

も
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境

下
で
、
ど
う
や
っ
て
競
争
力
を
維
持

し
て
い
く
か
。
そ
の
有
力
な
選
択
肢

の
一
つ
が
Ｃ
Ｌ
Ｍ
な
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｌ
Ｍ
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た

ア
ジ
ア
各
国
の
お
家
事
情

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
賃
金
上
昇
と

労
働
力
不
足
が
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
ブ
ー
ム
の

発
端
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
事
情
を
も
う

少
し
俯ふ

瞰か
ん

的
に
見
て
み
よ
う
。

　

起
点
は
中
国
と
タ
イ
だ
。
中
国
が

〝
世
界
の
工
場
〞
と
呼
ば
れ
て
久
し

い
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
あ
れ
ば
、
タ

イ
が
同
様
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
て
い

る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
部
品
や
素
材
メ

ー
カ
ー
、
金
型
や
刃
具
メ
ー
カ
ー
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
な
う
企
業
な
ど

が
、
あ
る
一
定
の
地
域
に
集
約
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
最
終

製
品
の
工
場
だ
け
で
な
く
、
同
国
内

に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
丸
ご
と
集

積
さ
せ
、
短
リ
ー
ド
タ
イ
ム
で
原
材

料
を
調
達
し
な
が
ら
製
品
が
完
成
す

る
ま
で
の
工
程
を
す
べ
て
自
国
で
賄

え
る
の
は
、
ア
ジ
ア
で
は
中
国
と
タ

イ
だ
け
で
あ
る
。
産
業
集
積
を
い
ち

早
く
実
現
し
た
こ
と
が
、
こ
の
二
か

国
に
急
速
な
経
済
成
長
を
も
た
ら
し

た
。
し
か
し
、
過
去
に
は「
無
尽
蔵
」

と
ま
で
い
わ
れ
た
労
働
力
も
、
現
在

は
不
足
す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
企
業
が
新
た
に
目
を
つ

け
た
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
だ
。
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る

進
出
ラ
ッ
シ
ュ
は
若
干
落
ち
着
き
つ

つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
雇
用
環

境
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
毎
年
最
低

賃
金
が
切
り
上
げ
ら
れ
、
労
働
争
議

も
頻
発
。
先
日
の
メ
ー
デ
ー
（
五
月

図3■GMS（メコン広域経済圏）基本情報 出所：ジェトロ、日本アセアンセンター調査（2011）、中国統計年鑑（2009）ほか

カンボジア

面　積（平方キロ） 181,035 236,800 676,577 513,120 331,212 630,700
人　口（万人） 1,466 576 5,884 6,388 8,693 9,359
名目GDP（億ドル） 129 83 420 3,456 1,240 926
一人当たりGDP（ドル） 853 1,320 869 4,972 1,411 1,983
輸　出（億ドル） 36 17 81 1,953 722 123
輸　入（億ドル） 48 21 77 1,892 867 105
在留日本人数（人） 1,201 554 543 49,983 9,313 約280
進出日本企業数（社） 約100 約70 約70 約3,000 約1,000 約45
   ネーピードー（93.0）  ハノイ（645） 昆明（608）主な都市人口（万人） プノンペン（240） ビエンチャン（70） ヤンゴン（408.8） バンコク（570） ホーチミン（720） 南寧（648）   マンダレー（96.1）

ベトナム 中国南部（2省）タイミャンマーラオス
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一
日
）
に
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
数
十

万
人
規
模
の
デ
モ
が
発
生
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
状
況
は
同

じ
だ
。
物
価
上
昇
が
激
し
か
っ
た
二

年
前
ま
で
は
大
手
日
系
工
場
を
中
心

に
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
続
い
た
。

こ
こ
に
き
て
国
内
景
気
が
停
滞
し
た

た
め
、
一
時
的
に
解
消
さ
れ
て
は
い

る
が
、
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
が
巨
大
工

場
を
増
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
今

後
は
さ
ら
に
大
幅
な
労
働
力
不
足
が

加
速
す
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

各
国
の
リ
ス
ク
が
浮
き
彫
り
に
な

る
な
か
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
に
注
目
が
集
ま
る

の
は
、
進
出
を
検
討
す
る
環
境
が
整

っ
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
見
方
も
あ

る
。
た
し
か
に
、
各
国
の
首
都
や
そ

の
周
辺
で
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
工
業

団
地
の
開
発
が
始
ま
り
、
政
府
が
誘

致
に
積
極
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と

で
、
規
制
緩
和
や
法
整
備
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
や
韓
国
に

比
べ
、
日
本
企
業
の
Ｃ
Ｌ
Ｍ
へ
の
進

出
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

た
と
え
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン

ゴ
ン
国
際
空
港
に
降
り
立
つ
外
国
人

は
一
日
あ
た
り
一
五
〇
〇
人
。
最
大

都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
、
大
使
館
に
登

録
さ
れ
て
い
る
在
留
邦
人
こ
そ
、
ま

だ
数
百
人
だ
が
、
出
張
者
や
視
察
な

ど
で
の
訪
問
者
を
入
れ
る
と
、
常
時

四
〇
〇
〇
人
く
ら
い
の
日
本
人
が
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
地
で
は「
日

本
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（N

o A
ction T

alk-
ing O

nly

＝
対
話
す
る
だ
け
で
実
行

な
し
）」
と
落
胆
の
声
さ
え
聞
こ
え

る
。
日
本
企
業
の
多
く
は
決
定
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
う
え
、
い
く
ら
視

察
に
来
て
も
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
な
か
、
一
つ
の
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、

日
本
な
ど
海
外
の
企
業
を
誘
致
す
る

た
め
、
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
約
四
〇
キ
ロ

の
距
離
に
あ
る
テ
ィ
ラ
ワ
に
経
済
特

区
を
新
設
す
る
と
決
定
。
二
〇
一
五

年
の
完
成
を
め
ざ
し
、
二
四
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
産
業
エ
リ
ア

を
開
発
す
る
計
画
だ
。
詳
細
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
特
区
近
く
に
国
際

空
港
を
建
設
す
る
構
想
も
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
も
資
金

援
助
と
開
発
協
力
を
約
束
し
た
。

　

と
は
い
え
、
現
在
は
ま
だ
凹
凸
が

多
い
道
路
が
一
本
あ
る
だ
け
で
、
そ

の
両
側
に
は
広
大
な
土
地
が
荒
涼
と

広
が
っ
て
い
る
の
み
。
開
発
中
の
大

き
な
港
と
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
は
確
保

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
工
場
な
ど
は

一
つ
も
な
い
。
関
係
者
に
聞
い
て
も

「
こ
こ
は
必
ず
成
功
す
る
。
あ
っ
と

い
う
間
に
土
地
も
埋
ま
る
だ
ろ
う
」

と
期
待
す
る
人
も
い
れ
ば
、「
こ
ん

な
も
の
が
数
年
で
完
成
す
る
わ
け
が

な
い
」
と
否
定
す
る
人
も
い
て
、
見

方
は
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
周
辺
人
口
も
ろ
く
に
い

な
い
エ
リ
ア
に
数
万
人
が
雇
用
さ
れ

る
計
画
は
、
か
な
り
無
謀
な
話
に
も

見
え
る
。
現
地
に
長
く
い
る
日
本
人

の
間
で
も
「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
情

報
が
錯
綜
し
、見
通
し
が
立
た
な
い
」

と
い
う
。
そ
ん
な
状
況
で
は
、
大
企

業
で
さ
え
、進
出
に
二
の
足
を
踏
む
。

会
社
の
命
運
が
か
か
っ
て
し
ま
う
中

小
企
業
な
ら
な
お
の
こ
と
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
般
に
、
国
が
成
長
し
て
い
く
な

か
で
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
経
済

の
規
模
が
拡
大
し
、
海
外
か
ら
の
投

資
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
鑑か
ん
が
み
れ

ば
、
そ
の
国
は
理
想
的
な
成
長
段
階

に
あ
る
と
い
え
る
。
一
つ
の
目
安
と

し
て
、
た
と
え
ば
、
一
人
あ
た
り
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
三
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え

る
と
自
動
車
が
一
気
に
普
及
す
る
と

い
わ
れ
る
が
、 

そ
の
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
が
安
定
成
長
の
軌
道

に
乗
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か

か
り
そ
う
だ
。

　

今
回
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
各
国
を
実
際
に
ま

わ
っ
て
み
た
感
触
で
は
、
ど
う
も
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
で
騒
が
れ
て
い
る
状

況
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
よ
う

に
思
え
た
。
調
べ
る
ほ
ど
に
負
の
側

面
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
可
能

性
が
ま
っ
た
く
な
い
の
か
と
い
え

ば
、
す
で
に
進
出
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。
い
か
ん
せ
ん

進
出
事
例
が
少
な
い
た
め
、
先
行
き

の
見
極
め
が
難
し
い
の
が
現
状
だ
。

　

ア
ジ
ア
の
動
き
は
早
く
、
日
本
に

情
報
が
伝
わ
る
こ
ろ
に
は
、
ま
た
違

っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
次
回
も
引
き
続
き
、
Ｃ
Ｌ

Ｍ
の
動
向
を
お
伝
え
し
つ
つ
、
連
載

の
最
終
回
と
し
て
、
ア
ジ
ア
攻
略
の

今
後
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

2015年竣工予定の経済特区  
「ティラワ産業エリア」（ミャンマー）
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